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がん関連苦痛症状の体系的治療の開発と実践 

および専門的がん疼痛治療の地域連携体制モデル構築に関する研究 
 

専門的がん疼痛治療の地域連携体制モデルの構築（緩和的放射線治療） 
 

研究分担者 髙橋健夫 埼玉医科大学総合医療センター放射線腫瘍科 
 
 

研究要旨：がん患者の疼痛緩和は不十分な現状があり、難治性がん疼痛に対する専門的がん治
療が適切に提供できていないとされている。緩和的放射線治療はがん疼痛や各種症状の緩和に
有効であるが、昨年度の全国調査から診療連携や広報・教育、単回照射の普及が不十分であり、
緩和的放射線治療が有効に活用されていないと考えられる。本分担研究では緩和的放射線治療
の障壁と現状を鑑み、先行施設のノウハウを活用するため、院内院外連携・教育啓蒙に関する
緩和的放射線治療好事例集を作成した。併せて専門的がん疼痛治療コンサルテーションシステ
ム（緩和ケア・緩和的放射線治療・IVR・神経ブロック）の試験的運用を開始し、全国的な運
用を目指している。これらにより緩和的放射線治療普及の社会実装を図る。 

 
 
 
Ａ．研究目的 
緩和的放射線治療はがんの症状緩和に有効であり、
薬物療法のSTEPによらず用いることができるが、
院内や二次医療圏を中心とする地域連携や教育啓
蒙が十分とは言えない。昨年度の全国調査から診療
連携や広報・教育、単回照射の普及が不十分であり、
緩和照射が十分活用されておらず、本来期待される
放射線治療件数に達していないと考えられる。今年
度は本研究班の重要な課題である好事例集の作成
を行う。緩和的放射線治療の診療連携が上手に機
能している先行施設の好事例を集め好事例集を作
成し、全国の放射線治療施設に周知し活用を促す
ことで、緩和的放射線治療普及の社会実装を図る。
加えて緩和ケア・緩和的放射線治療・IVR・神経ブ
ロックの専門家が参加する専門的がん疼痛治療コ
ンサルテーションシステムの開発を進め、試験的運
用を通じて、実効性のあるコンサルテーションシス
テムの構築を図る。 
 
Ｂ．研究方法 
１）日本放射線腫瘍学会(JASTRO)緩和的放射線治
療委員会委員の30名強が本分担研究研究協力者と
して、緩和的放射線治療普及に関する好事例集を
作成する。緩和的放射線治療の診療連携や教育啓
蒙が上手に機能している全国の先行施設から好事
例を収集し、医療者が活用しやすいように一定の
見やすいフォーマットを定めて緩和的放射線治療
好事例集の作成を実施した。構成は院内連携、院外
地域連携、教育・啓蒙などのカテゴリー別に整理を
行う。この好事例集は里見班ホームページやJASTR
Oホームページなどに電子版として掲載し、全国が
ん診療連携拠点病院や自治体、郡市医師会等には
案内チラシを送付して、全国の放射線治療を有す
る施設や放射線治療施設と連携する医療機関に活
用を促す。 
２）緩和ケア・緩和的放射線治療・IVR・神経ブロ
ックの専門家が参加する専門的がん疼痛治療コン
サルテーションシステムの開発を進め、緩和的放射
線治療に関してはJASTRO緩和的放射線治療委員会
委員の数名に研究協力者の依頼し、コンサルテーシ

ョンシステムの試験的運用を開始し、実用化に向け 
たシステム運用法の確立を目指す。 
 
（倫理面への配慮） 
 本研究に関係するすべての研究者は、ヘルシン
キ宣言および「人を対象とする生命科学・医学系研
究に関する倫理指針」に従って本研究を実施した。 
 
Ｃ．研究結果 
１）緩和的放射線治療好事例集は(1)院内連携、(2)
院外連携、(3)教育・啓蒙の３つのカテゴリーから
構成され、(1)は骨転移診療チーム、緩和ケアチー
ム、画像診断部門、多職種・その他（主治医、医療
連携部門、整形外科、腫瘍内科、診療放射線技師な
ど）の小項目で構成され、好事例は13事例からなる。
1事例につきA42頁（1頁目 概要、2頁目 解説）で見
やすいレイアウトとなるよう心掛けた。例えば事
例１：骨転移診療チームの活用、事例5：緩和ケア
チームとのショートミーティング、事例7：画像診
断部門からのアラート、事例９:電子カルテを利用
した骨転移簡易コンサルテーション、事例12：外来
化学療法センター薬剤師・看護師との連携などの
好事例が集められている。(2)は地域医療機関、外
勤先の活用の小項目からの6事例からなる。例えば
事例15：在宅医療との連携・症例を通じた啓蒙活動、
事例16：地域医療機関との連携・放射線治療ホット
ライン、事例19：他科医師の外勤先からの紹介、な
ど事例を紹介している。(3)は地域医療機関、学生・
研修医、多職種・非医療者の小項目で構成され、8
事例から成る。例えば事例22：直接訪問による地域
医療機関への啓発活動、事例24：将来の人的ハブを
作る・初期研修医教育、事例26：オンデマンド研修
で緩和照射を知ってもらう、などである。 
(1)(2)(3)併せて計27の好事例から成る好事例集
となった。いずれの好事例も緩和的放射線治療の
活用が独自の工夫により進んでいる先行施設から
の事例で、地域・病院の特性に沿ったとても具体的
な内容となっている。緩和的放射線治療の普及を
目指す医療機関は自分の地域・病院に合った好事
例を参考にして普及に努めてもらい社会実装に結
び付ける。この緩和的放射線治療好事例集は里見
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班ホームページ（予定）やJASTROホームページ等に
電子版として公開し、案内チラシを全国がん診療
連携拠点病院、全国自治体、郡市医師会宛に送る予
定である。 
＊事例5 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２）専門的がん疼痛治療コンサルテーションシステ
ムの試験的運用を開始した。試験的に登録している
数名の放射線治療医が緩和的放射線治療に関わる
医師からの質問に対して回答した。いくつかシステ
ム上の課題はあるが、全国的な運用に期待が持てる
システムである。今後は学会発表や講演等を通じて
の宣伝周知、30名以上のJASTRO緩和的放射線治
療委員会委員を登録し、全国どの地域でも回答なら
びに治療ケアに繋ぐことのできる体制づくりを次
のステップとして進めて行く。 
 
Ｄ．考察 
緩和的放射線治療普及における障壁は昨年度の全
国アンケート調査から、地域連携、教育啓蒙が不十
分である点が抽出された。さらに単回照射への理
解でも不十分と考えられた。そこで緩和的放射線
治療を有効に実施できている先行施設のノウハウ
を活かすべく、好事例集を作成した。カテゴリー別
に分類され大変見やすいフォーマットになってい
る。各施設、地域における具体的は工夫が詰まって
おり、緩和的放射線治療の実施を進めたい施設に
おいて大いに参考になる内容であると考えている。
今後適切な場所に公開し、案内を周知することで、
緩和的放射線治療の実施が不十分な地域で活用し
てもらうよう促していくことが重要である。専門
的がん疼痛治療コンサルテーションシステムも全
国的に展開することで、全国どこでも緩和的放射線
治療の相談ができ、実施に至るシステムを構築し
ていくことが肝要である。 
 
Ｅ．結論 
緩和的放射線治療好事例集を作成した。全国の放
射線治療施設や自治体、郡市医師会等に好事例集
を紹介・周知し、緩和的放射線治療の普及促進を促
す。併せて専門的がん疼痛治療コンサルテーション
システムを発展させ、全国どの地域においても緩和
的放射線治療に関する相談ならびに実施施設への
紹介・橋渡しが容易となるシステムの開発を目指し、
緩和的放射線治療普及の社会実装を図る。 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
  （予定を含む。） 
1. 特許取得 
なし 
 
 2. 実用新案登録 
なし 
 
 3.その他 
なし 
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